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学校部活動の地域移行 国の考え

今後、少子化がますます進むと
予想されることから、国は、今
の中学校の部活動の在り方を
見直し、検討するように求めて
います。(R4.12 ガイドライン)

主なポイントは右のとおりです。

○休日の部活動の段階的な地域移行

○生徒の志向等に合った活動機会の
確保

○地域のスポーツ団体等と学校との
連携・協働の推進

○R5～R7 改革推進期間
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運動部活動の現状

〇生徒数の減少

〇運動部活動数…東西とも13競技

今後 生徒数減に伴い、教員も減

→ 顧問の数も減少

〇部活動加入状況(1.2年生) 別紙

部活動の加入は任意 (以前は全員加入)

→ 不参加 11.2%(男14.9% 女7.6%)

単独チームとして大会に出場できない部 複数

→ 新人大会(9月)は合同チームでの参加
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参考 魚津市内の生徒数の推移

学校名 H25 R5 R10
西部中学校 533 462 393
東部中学校 646 429 413

H25  1179人 → R5  891人 → R10 806人
(推計)

R4の出生数は約200人
→ 11年後 各中学校の

入学者数 約100人
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部活動加入状況 R5 5.1

ソフトテニス バドミントン バレーボール バスケットボール 卓球 野球 水泳 サッカー ソフトボール 陸上競技 柔道 剣道 ラグビー 吹奏楽 美術 茶道 コンピュータ 不参加 計

男子 14 6 3 8 0 8 1 5 0 3 0 1 1 0 2 0 4 11 67

女子 16 16 3 2 4 0 1 0 2 4 3 2 0 1 9 7 0 6 76

男子 4 8 0 13 5 1 1 0 0 5 2 3 7 0 4 0 5 14 72

女子 7 13 10 10 3 0 2 0 1 5 0 3 0 6 9 3 1 7 80

男子 18 14 3 21 5 9 2 5 0 8 2 4 8 0 6 0 9 25 139

女子 23 29 13 12 7 0 3 0 3 9 3 5 0 7 18 10 1 13 156

計 41 43 16 33 12 9 5 5 3 17 5 9 8 7 24 10 10 38 295

ソフトテニス バドミントン バレーボール バスケットボール 卓球 野球 水泳 サッカー ソフトボール 陸上競技 柔道 剣道 ラグビー 吹奏楽 美術 生活 パソコン 囲碁・将棋 不参加 計

男子 8 3 0 6 5 4 0 11 0 3 7 5 0 1 0 1 4 3 8 69

女子 7 9 9 7 0 0 0 0 2 3 0 2 0 8 4 7 3 0 2 63

男子 6 10 3 8 3 5 2 3 0 6 0 0 7 0 1 0 7 3 9 73

女子 0 9 1 3 7 1 0 0 8 4 2 1 0 19 12 4 3 0 8 82

男子 14 13 3 14 8 9 2 14 0 9 7 5 7 1 1 1 11 6 17 142

女子 7 18 10 10 7 1 0 0 10 7 2 3 0 27 16 11 6 0 10 145

計 21 31 13 24 15 10 2 14 10 16 9 8 7 28 17 12 17 6 27 287

ソフトテニス バドミントン バレーボール バスケットボール 卓球 野球 水泳 サッカー ソフトボール 陸上競技 柔道 剣道 ラグビー 吹奏楽 美術 茶道・生活 コンピュータ 囲碁・将棋 不参加 計

男子 22 9 3 14 5 12 1 16 0 6 7 6 1 1 2 1 8 3 19 136

女子 23 25 12 9 4 0 1 0 4 7 3 4 0 9 13 14 3 0 8 139

男子 10 18 3 21 8 6 3 3 0 11 2 3 14 0 5 0 12 3 23 145

女子 7 22 11 13 10 1 2 0 9 9 2 4 0 25 21 7 4 0 15 162

男子 32 27 6 35 13 18 4 19 0 17 9 9 15 1 7 1 20 6 42 281

女子 30 47 23 22 14 1 3 0 13 16 5 8 0 34 34 21 7 0 23 301

計 62 74 29 57 27 19 7 19 13 33 14 17 15 35 41 22 27 6 65 582

運動部 文化部 不参加 計 運動部 文化部 不参加

男子 204 35 42 281 男子 72.6% 12.5% 14.9%

女子 182 96 23 301 女子 60.5% 31.9% 7.6%

計 386 131 65 582 計 66.3% 22.5% 11.2%

人数 割合

２年

計

東部

西部

合計

１年

２年

計

１年

１年

２年

計



（４月） 先行実施２種目（バレーボール、陸上競技）の活動開始

（５月） 競技団体との意見交換

地域移行に向けた現状と課題、今後の見通し等について、運動部がある13種目の競技団体と個別に意見交換を実施

（６月） 準備委員会の開催

市、学校等の関係者が集まり、国のガイドラインや競技団体との意見交換の内容をもとに、今後の方針や計画を検討

（協議会での検討案）

（７月） 生徒・保護者アンケート(対象 中学１．２年)

部活動、クラブチームの現状や地域移行に係る考え等を調査

第１回協議会の開催

市、学校、保護者、競技団体等の代表者による協議会を開催し、今後の方針や計画について協議

年度内に複数回開催予定
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魚津市の今年度の取組



各競技団体との意見交換
市教委

スポーツ係 学校教育係

情報交換 意見交換

競技団体

会長、理事長、理事、事務局長 等

月日 曜 競技

5月9日 火 剣道

5月11日 木 野球

5月11日 木 陸上競技

5月12日 金 バレーボール

5月15日 月 ラグビー

5月15日 月 ソフトボール

5月17日 水 バドミントン

5月18日 木 バスケットボール

5月18日 木 柔道

5月22日 月 ソフトテニス

5月22日 月 サッカー

5月26日 金 卓球

6月1日 木 水泳

6月5日 月 スポラ

国の方針 魚津市の現状 考え 協議会の在り方
部活動加入状況

地域移行に向けた各競技団体の現状と課題
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準備委員会 6月21日(水)14:00 実施

内容

市の方針案の検討

協議会開催に向けた準備

課題の整理

参加者

・市体育協会代表

・スポラ代表

・中学校代表

・市教委事務局
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推進協議会に報告・提案



地域移行に係る課題 キーワード
①費用

•費用負担

•指導者報酬

•施設の減免措置

②指導者

•責任の所在

•練習試合の調整

•指導者の確保、育成

③場所
•活動場所確保 調整
•移動手段

④組織・仕組み
•継続性のある仕組み
•一元化した運営体制
•協会と指導者

⑤その他
•競技と出会う機会
•周知
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〇 学校部活動は、生徒の自主的・自発的な活動として、体力や技能の向
上を図る目的以外にも、好ましい人間関係の構築や学習意欲の向上、自
己肯定感、責任感の涵養等、多様な学びの場として、教育的意義を有す
るものである。
〇 しかし、少子化が進展する中、また、学校の働き方改革が進む中、学
校部活動を今までと同様の体制で運営することは困難な状況となってき
た。
〇 このような状況の中で、生徒の豊かなスポーツ・文化芸術活動を実現
するためには、学校と地域との連携・協働により、学校部活動の改革に
取り組み、持続可能な活動環境を整備する必要がある。

〇 魚津市においては、国のガイドラインに基づき、本市の実情に応じて
段階的に学校部活動の地域移行を進めていくこととする。
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魚津市教育委員会が目指す姿

地域総がかりで生徒の活動を支える仕組みづくり

○生徒の多様なニーズに応じた活動機会を確保する

○教員や指導者が活動を負担と感じない環境を構築する

生徒が生涯にわたってスポーツ・文化芸術活動に親しめる環境
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教育委員会としての方針 案
目標

〇国の改革推進期間(R5～R7)にあわせて、休日の学校部活動の段階的な地域移行

を目指す。

○将来的には、平日の部活動も地域で活動できる仕組みを構築する。

方針

①改革推進期間中に、原則休日は地域クラブ等での活動を実施または試行する。

・可能な競技から実施する

・段階的に回数を増やしていく(例 月１回→２回)

・「魚津市中学校部活動の在り方に関する方針」に準じた休養日、活動時間を

設定する

・地域部活動の形態は統一しない

(スポラを母体とする活動 左記以外のクラブ スポ少・協会での指導 等)

②地域移行に係る市のガイドラインを作成する。
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③運営主体となる事務局を設置し、所要の環境整備を行う。

④団体競技については、段階的に東西合同の練習環境を整備していく。

(野球 ソフト バスケ サッカー)

→ 将来は、地域クラブまたは合同チームとして出場する

(中体連主催の大会については、要項・基準に則る)

⑤活動等にかかる費用は原則受益者負担とするが、一部公的補助を

受ける仕組みをつくる。

⑥協議会を定期的に開催し、成果や課題の検証を行う。

⑦保護者、生徒に積極的にHP等で情報発信する。
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課題１ 費用
○指導者報酬が不十分 無報酬がほとんど

他市町との格差 競技による格差

→指導者報酬は必須

→指導者の確保につながる持続可能な仕組み 制度 を

→市のガイドラインの中に 目安となる報酬額を定める

※ １回当たりの金額

○施設の減免措置

部活動とクラブで施設使用料金が異なる

→地域部活動に係る活動に減免措置(範囲) ※要 実態把握

→要綱や条例の所要の改正
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課題１ 費用
◎費用負担の考え方

・受益者負担が原則 当面は公的補助も実施

・国の支援→R5予算1/4に減額 実証事業のみ

・県の支援→県実施の事業

・市の支援→何を どのくらい 負担するか

積算(指導者の謝金、保険、資格取得 施設使用料 生徒の保険 登録料等)

一部を補助 → 仮 運営主体 が 支出管理 ※早く取り掛かる競技

※R5予算措置なし → R6以降の予算確保へ

・大会出場の公的な補助…継続を

クラブチームも 県大会、北信越大会等の参加者旅費補助継続

(※地域部活動に係るクラブチーム)

〇ゴールドウィンからの補助金→次年度も申請可
15

財政的な支援 期待×



課題2 指導者
○指導者の責任 トラブル等への対応

けが、事故等への対応

→市のガイドラインに事故対応のマニュアル

→指導者、生徒 傷害保険加入

ネットトラブル いじめ等への対応

→市のガイドラインに発生時の対応マニュアル

○練習試合等の調整

クラブ指導者単独では困難

→当面は顧問が中心に調整(日程、場所)

→試合による施設使用の計画変更 →連絡ルート 一元管理
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課題2 指導者
○指導者の確保、育成

一部の指導者に負担となっている競技

大会運営のため審判資格取得等が条件となる競技

→指導者確保のための仕組み

→県事業との連携…人材バンク 応援企業登録制度

指導者養成研修への参加

→資格取得への一部補助

→競技団体の協力 若手指導者の発掘 企業への協力依頼

例 高校とのネットワーク…卒業生
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課題3 場所
○活動場所の確保 調整

活動場所が限定される競技

場所確保に係る連絡調整が手間

→活動場所の割り振りを一元的に行う仕組み

小中学校の体育館 ありそドーム 桃山屋内練習場

東西中学校のテニスコート 桃山テニスコート

小中学校のグラウンド 天神山グラウンド 桃山陸上競技場

→現行の土日の施設使用の把握と見直し

○移動手段

用具が重く自転車等での移動が困難な競技

自宅から遠い施設

→現段階では保護者に依頼 18



課題4 組織 仕組み
○継続性のある仕組み

〇一元的な運営体制

保護者、指導者の厚意で成り立つクラブチーム

競技の指導と運営のすべてを担うのは負担

→指導者、保護者が代わっても存続できる仕組み

→場所割りや会計の一部を担う組織 ＝ 持続可能な運営主体

→市として運営主体への支援 業務の明確化

○協会組織と指導者

競技団体の理解と協力が前提

→競技人口の確保 裾野を広げる取組

→説明と周知 成果の確認
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その他
○競技と出会う機会

多様な部活動が、生徒にとって競技と出会う機会に

→未経験の競技を中学部活動で選択 活躍する生徒も

→当面平日の部活動は継続

教員数の減による部活動規模の見直し

○周知

生徒 保護者 教員 に 随時 情報提供を

→どのタイミングで 方法は

→学校のHPの活用 ※小学６年生…２月の入学説明会等

→必要に応じて意見聴取
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UOZU SUPOLA
・ＭＴ.SUPOLA (陸上)
・ファンバトヤマ(バレー)

仮・TEAM Bad. (ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ)
・TEAM ミラージュ (野球)

etc.

魚津市教育委員会
・教育総務課
・生涯学習・スポーツ課
・中学校校長会
・中学校体育連盟

検討会

魚津市体育協会
単位競技協会

UOZU SUPOLA

単位競技協会
陸上競技協会

バドミントン協会
バレーボール協会

野球協会
etc.

西部中学校
部活動

東部中学校
部活動

プロスポーツチーム
☆サンダーバーズ
☆カターレ
☆グラウジーズ
☆アクアフェアリーズ

etc.

総合型地域
スポーツクラブ

○天神文化SC
○スマイル本江

民間スポーツクラブ
◇アカデミー
◇アピアSC

etc.会場
学校体育施設
社会体育施設
民間スポーツ施設

etc.

スポーツ少年団
□本部・指導者協議会
□各単位団

中学校部活動の地域移行に向けた活動体制（例）

UOZU SUPOLA
運営委員会

委員長
委員
事務局

運営

指導者
派遣

役員



令和５年度

〇教育委員会の方針・計画

・スケジュール作成

・ガイドラインの作成

・学校・競技団体との懇談

・先進市町への視察

・準備委員会 協議会開催

・教員、保護者への周知

・予算要望R6

・休日の活動 試行開始

・先行事例(２競技)の検討

令和６年度
令和７年度〇計画の見直し

・ガイドラインの見直し

・先行事例の検討

・休日の活動 試行拡充

・協議会の開催

・費用負担の検討

・予算要望R7

〇休日の地域移行全競技で実
施又は試行 (年度末までに)

・平日の在り方検討

・協議会の開催

・学校部活動数検討

・文化部(吹奏楽)の移行

・予算要望R8～

準備・試行 拡充 全競技実施・試行

地域移行までの流れ
改革推進期間

進捗状況 情報発信 22


